






















































Consideration of exploratory learning on the theme of the sea：
「元気☆海洋環境プロジェクト」の事例から
A Case Study of“Genki☆ the marine environment project”
Abstract
2020年10月13日受理
In this study,we proposed exploratory leaning on the theme of the sea.We planned linking Period of
 
integrated Study with subject study.As a result,we guess that the following three points were suggested.⑴
By learnig exploratory with the theme of the sea,children is able to connect with local experts.⑵By focusing
 
on the SDGs and devising the arrangement of activities,the children has a sense of ownership of the sea and
 
became interested in marine resources and the marine environment.⑶By linking Period of integrated Study
 
with subject study,children were able to deepen their learning in terms of collecting information and utilizing
 
acquired skills,etc.
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うするかという問題もあります。それに海から流れで
たゴミをどうするかという問題もふえました。鯛を放
流しても鯛たちはきけんです。なので問題を解決した
い。その対さくを考えなかったらいけません。なので
そういうことに関係することも調べてその問題なども
解決させたいです。そして鯛たちが安全にくらせるよ
うにしたい。だからその一番最初の問題はプラスチッ
クをどうにかしたい。じゃないと鯛たちが死んだりす
るから。ほかには鳥なども死ぬから。しかも最終的に
人が食べることになるからです。なので解決したいで
す。(男児Ａ) (傍線筆者)
SDGsについて
・今の世界には、SDGsがかかせないなと思いました。理
由は、14の「海の豊かさを守ろう」だと、それがなく
なったら、魚がたべられなくなってしまうからです。
世界を守るためには、SDGsはかかせないのです。
(女児Ａ) (傍線筆者)
【資料５】
【資料６】
・プロジェクトを終えて、最終目標について、思ったこ
とがあります。それは、最終目標を達成できたかにつ
いてです。大体は達成できたかなと思います。(中略)
鯛を１匹も病気にさせないということは、難しいのか
なと。このプロジェクトから学んだことは、２つあり
ます。１つ目は、鯛の飼育の仕方や、エサのあげる時
間帯などです。そして２つ目は、鯛の病気は大変なん
だなと。そして、本当に気をつけないと、しっかり育
たないんだなと。これらの２つのことを学びました。
ガス病になった時はびっくりしたけど、がんばること
ができました。成果は人とのかかわり方が上手になっ
たと思います。(女児Ａ)
・鯛の放流プロジェクトは無事とは言えないけど、達成
できたと思います。(中略)いろいろ大変なこともあっ
て、ぼくが一番大変だったと思ったのは、共食いで死
んでいったことです。しょうげきだったのも、共食い
です。目を食べるのがしょうげき的で今でも忘れられ
ません。最初のときは、ストレスなどの問題解決にす
ごい時間を使ったので放流が成功でうれしいです。ぼ
くがこのプロジェクトで学んだと思うのは、主に２つ
あります。(中略)１つ目は、人との関わりの大切さで
す。(中略)２つ目は、プラスチックゴミ問題の重大さ
です。これは、どっちかというと、学んだことじゃな
くて、知ったことです。ぼくはこのことを学んだと思
いました。(男児Ａ)
※環境アドバイザー
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要件として、児童らがプロジェクト(探究的な学習)の
達成目標を設定していること、その上で目標の達成を
困難にするような問題が起こることの２つの条件で行
うことができることを示唆した。海洋教育を探究的な
学習とするため、今後さらに取組を積み重ねることで
このことを検証する必要がある。
２つ目の課題として、総合的な学習の時間と教科と
の関連学習のことがある。本稿の取組ではⅠ型の関連
学習のみであった。Ⅱ型の関連学習において、教科の
学びに対して総合的な学習の時間はどのような役割を
果たし得るのであろうか。これを明らかにする必要が
ある。
最後に今回は、２月末新型コロナウィルス感染症対
策のため、学校が臨時休業となりプロジェクト自体が
途中で中止となった。児童らは、「大体達成できたと思
う」と振り返っているが、プロジェクトを最後まで遂
行することができた場合、児童らはどのような実感を
もつのだろうか。このことを確かめたい。(以上、中山)
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